
共同活動への支援�

農地面積支払�

営農活動への支援�

農地・水等を守り、質を高める効果の高い共同活動を支援�

地域の環境保全に向けた先進的な営農活動を支援�

取組面積に応じた支払�
＋集落等を単位とする支援�

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

支
給
対
象
年
齢
の
拡
大
・
所
得
制
限
の
引
き
上
げ

拡
大
の
内
容

支
給
対
象
年
齢
を
、
小
学
校
第
３
年
生

（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
ま
で
）
か

ら
、
小
学
校
６
年
生
（
１２
歳
到
達
後
最
初

の
年
度
末
ま
で
）
に
拡
大
し
、
所
得
制
限

限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
３０
日
ま
で
に
認
定
請
求
す

る
こ
と
に
よ
り
、
４
月
分
（
ま
た
は
、
支

給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
改
正
前
の
所
得
制
限
限
度
額

内
の
人
は
、
申
請
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら

支
給
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
が
必
要
な
人

●
小
学
校
５
・
６
年
生
（
平
成
６
年
４
月

２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
を

養
育
し
て
い
る
人

受
給
し
て
い
な
い
人
は
認
定
請
求
書
、

受
給
中
の
人
は
額
改
定
認
定
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

●
所
得
制
限
等
に
よ
り
受
給
し
て
い
な
い
人

認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
支
給
額

第
１
子
・
第
２
子＝

５
、０
０
０
円

第
３
子＝

１
０
、０
０
０
円

▼
添
付
書
類
等

●
認
定
請
求
書
の
場
合

・
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
国
民
年
金
加

入
者
は
保
険
証
の
提
示
の
み
）

※
被
保
険
者
（
養
育
者
）
の
氏
名
、
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
部
分
の
コ
ピ
ー
が

必
要
で
す
。

○
印
か
ん

○
受
給
者
本
人
名
義
の
銀
行
口
座

○
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

・
平
成
１８
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
平
成
１８
年
度
分
と
平
成
１７
年
度

分
が
必
要
で
す
。

・
平
成
１７
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
１７
年
１２

月
３１
日
の
間
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成

１７
年
度
分
が
必
要
で
す
。

※
平
成
１８
年
度
分
は
、
平
成
１８
年
１
月
１

日
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
市
役
所
、

町
村
役
場
で
、
平
成
１７
年
度
分
は
、
平

成
１７
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
を
し
て

い
た
市
役
所
、
町
村
役
場
で
交
付
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
額
改
定
認
定
請
求
書
の
場
合

・
印
か
ん

▼
問
い
合
せ
先＝

健
康
福
祉
課

子
育
支
援
係

�
�
９
１
３
０

地域の農地・水・農村環境を守っていくための新しい制度が始まります

農地や農業用水は、農業を行うための基盤となるものですが、美しい景観や豊かな生態系を保全する

といった様々な機能も持っており、地域の共有財産と言えるものです。こうした財産を地域が共同で守

っていくとともに、環境にやさしい農業を一体的に進めていくための取組に対する支援が、平成１９年度

から始まります。

■土づくり、
化学肥料・農薬の低減

■アイガモ農法

■水路の生き物調査■水路の草刈り

▼問い合せ先＝産業振興課 農村振興係 ��９１３６

広報かみのかわ １８．９．１ ８


